
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

　平成29年度は、新規地区３地区を含む9地区において畑地かんがい施設の整備・更新を行う。
　野菜や果樹等の品質向上や安定的な農業生産環境を確保するため、長野県農業農村整備計画に基づき、計画的に事業を実施してい
く。

目標に対
する成果
の状況

・畑地かんがい施設の整備・更新面積は、年度目標を達成し、長期計画期間内で1,501ha（対H29目標：66.4%）となり概ね順調。

 概算事業費（B（A）+C） 1,096,791 1,015,345 1,841,901

64,103 64,103

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越 21,217

732,150

概　算
人件費

8.10 8.10 8.10

67,036

1,029,755 951,242

Aの
財源

1,620,517 1,777,798

360,215 368,387 392,330

884,660

413,000 452,000 458,000

31,317 8,057 42,808

792,073

補正予算 638,715 -40,913 

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度

畑地かんがい施設
の整備・更新面積

成果目標の達成状況

項目 H26末

376ha

（当初） （決算） （当初）

県営畑地帯総合土地改良事業 直接 畑地かんがい施設の整備・更新（7地区） 1,155,000 444,812 1,108,800

　　２　自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 実施期間 S45 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

国庫補助を有効活用しながら実施することが効果的である。
土地改良法、畑地帯総合整備事業実施要綱

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail nochi@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
  　１－３　夢に挑戦する農業

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施中

人口定着・
確かな暮
らし実現総
合戦略

信州創生の基本方針 　　３－３　 活力と循環の信州経済の創出

事業番号 09 05 12 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 県営畑地帯総合土地改良事業（公共【生産基盤】） 担
当
課

部局 農政部

課・局・室 農地整備課

　野菜や果樹等の栽培に必要不可欠な畑地かんがい施設を中心とした農業生産基盤を総合的に整備し、畑地帯における農業生産性の
向上及び合理化を図る。
　　「第２期長野県食と農業農村振興計画」における期間内整備目標（H25～29）
　　・農業用水の安定供給及び排水機能が確保される農地面積　20,000ha

・昭和40年～50年に県営事業等で整備した管水路やポンプ施設等は、耐用年数を超過し老朽化が進行し、機能低下が顕著となって
  いる。
・野菜・果樹等の品質向上、かんがい用水の安定供給を図るため、計画的な補修・更新が必要となっている。

（H27繰越分）

1,155,000 1,108,800

合計（A) 1,536,682
361ha

29年度

506,430 668,998

当初予算 876,750

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績
H28 H29

合計 1,155,000 951,242

175ha 184ha 達成 470ha

1,108,800

「第７次長野県土地改良長期計画」(H25～29）の29年度目標値を達成するため、以下の単年度目標を設定
・畑地かんがい施設の整備・更新面積：29年度目標値2,262haに対し28年度に175ha（累計1,492ha）実施

Ｈ28 H29
目標

H27末
目標 成果 達成状況

506,430

施策展開

　　３－(1) 経済構造の転換

　 　   （ウ） 農業の競争力強化

　　　 　ア　県内産業の競争力強化
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	④点検

